
特定外来生物ウチダザリガニから、水辺の環境と生物多様性をどう守るか

ウチダザリガニ市民フォーラムウチダザリガニ市民フォーラム

平成22年11月14日㈰

釧路プリンスホテル
〈3階 北斗の間〉

（午後1時～午後3時30分まで）
■基調講演

■パネルディスカッション
　　　　　　　　

■主催：阿寒湖のマリモ保全対策協議会、釧路市、釧路市教育委員会
■後援：環境省釧路自然環境事務所、北海道釧路総合振興局
　　　 北海道新聞社釧路支社、釧路新聞社、朝日新聞社釧路支局
          読売新聞社釧路支局、毎日新聞社報道部釧路、ＮＨＫ釧路放送局
          ＨＢＣ釧路放送局、ＳＴＶ釧路放送局、ＨＴＢ釧路支社、ｕｈｂ釧路支社

「モニタリングと対策の難しさ－釧路湿原」
齋藤　和範氏（旭川大学地域研究所特別研究員）
「市民による継続的な捕獲活動－春採湖」
菊地　義勝氏（釧路市環境保全課湿地保全主幹）
「漁獲による個体群管理の重要性－阿寒湖」
桑原　禎知氏（酪農学園大学非常勤講師）
「希少生物（ヒブナ）への影響緩和対策」
針生　　勤氏（釧路市立博物館学芸主幹）

■コーディネーター　若菜　勇氏　
　　　　　　　（釧路市教育委員会阿寒生涯学習課課長補佐）

① 防除や管理の現状と課題
「ウチダザリガニの食材利用」
小林恵美子氏（まりも倶楽部部長）
「ウチダザリガニの堆肥利用」
町田　善康氏（美幌博物館学芸員）

中井　克樹氏（琵琶湖博物館主任学芸員）
野口　明史氏（環境省釧路自然環境事務所長）

② 利活用の現状と課題● 防除や管理の現状と課題 ● 利活用の現状と課題

● 総括コメント

お問い合わせ 阿寒湖畔エコミュージアムセンター内 釧路市教育委員会マリモ研究室 TEL・FAX0154-67-4660

テーマ「地域協働で取り組む外来種対策
      ～琵琶湖水系における取り組みを例に」
講師 琵琶湖博物館主任学芸員中井　克樹氏

参加無料

〒085-0467　釧路市阿寒町阿寒湖温泉1-1-1　

釧路湿原 春採湖 阿寒湖


